　Ｙ氏（ご主人）三子局
　八重洲囲碁センターで何度も指導碁を受けてくれるＹご夫妻のご主人の一局を紹
　介します。今回は市ヶ谷にも受けに来ていただきました。お二人とも私に三子です
　が奥様が少し強いとのことです。
　出題図：黒１と右上を守ったところ。この手では中央を補強するのが良かった。白２
　から白４と中の薄みを突かれ黒５と逃げたとき白６から白８の追求が厳しい。左下の　
　黒と連絡出来ないのでは黒苦しいでしょう。ところが白１２、１４が調子のった問題　
　手でした。白にも薄みがあるのです。
　◎黒番です。次の一手をどこに打ちますか。
　正解図１：黒１のキリが正解。白の弱点を攻めるのがシノギにもつながります。白２
　と守ったとき下辺の白が薄みを突いて黒３のノゾキが厳しい。意地で白４とツイだが
　無理でした。黒５のツケ（白６の一路下）が厳しい反撃です。白６、８に対し黒９でコ
　ウになりましたが白の負担が重い。黒１１のコウ立てから～
　正解図２：黒１とコウを取られ白弱りました。白２はつらい選択。黒３とコウをツガれ　
　白４に黒５で白数子が助かりません。黒１３までの結果は黒大成功。攻められた黒
　が白地を荒らし立派な黒地まで出来たのですから。
　白１４のカカリに黒１５のツケを選び白１６にも黒１７、１９が適切。この碁は白にチャ
　ンスはもう来ないと思っていました。ところが白２０と切ったとき・・・
　
　実戦図：黒１のアテから黒３とノビたのが実戦。こんなに頑張らなくても良かったの
　です。終局後にお聞きすると中の取られた黒▲を活用したかったそうです。気持
　ちわかりますね。しかし白に付け込む隙を与えました。挑発の白４に黒５と反発した
　ので以下白１８まで混沌とし白のペースになったようです。
　
　簡明図：先ほどの中に進出した手では黒１のオサエから黒３が簡明でした。
　
